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B
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躍
鯉
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藁
縄
本
大
震
災
の
大
津
波
で
壊
倣
的
な
被
讐
を
受
け

た
岩
手
県
陸
前
高
田
市
で
、
汚
水
処
理
の
応
急
対
応
に

M
B
R
プ
ラ
ン
ト
が
導
入
さ
れ
、
今
週
に
入
り
稼
働
を

開
始
し
た
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置
し
た
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R
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ラ
ン
ト
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能
が
檸
止
。
下
水
道
計
画
区
域
の
7
翻
以
上
の
鮎
苗
が

　
灘
波
で
被
災
し
た
も
の
の
、
被
害
を
免
れ
た
下
水
道
計

　
画
区
域
世
帯
の
汚
水
処
理
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
そ

　
こ
で
同
浄
化
セ
ン
タ
ー
を
管
理
す
る
日
立
プ
ラ
ン
ト
建

　
設
サ
ー
ビ
ス
が
緊
急
的
な
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
岡
社
が
保

　
菅
す
る
移
動
式
の
M
B
R
ユ
ニ
ソ
ト
を
提
案
。
一
一
次
災

　
害
や
環
境
悪
化
を
懸
念
す
る
同
市
下
水
道
課
が
採
用
を

　
決
め
た
。
3
月
下
旬
の
設
置
決
定
か
ら
薩
ち
に
無
難
で

　
は
移
動
式
ユ
一
一
ッ
ト
を
5
基
（
1
基
あ
た
り
処
理
能
力

　
は
日
量
7
0
立
方
層
、
計
3
5
0
立
方
綴
）
搬
入
し
、
据

　
え
付
け
、
試
験
翻
転
等
を
経
て
わ
ず
か
ー
ヵ
月
報
で
処

　
理
ま
で
こ
ぎ
着
け
た
。
同
訓
高
田
町
鳴
石
地
区
の
1
4

　
0
世
帯
を
対
象
に
処
理
を
開
始
し
て
い
る
。

　
　
こ
の
地
域
で
は
電
力
が
復
旧
し
て
い
な
い
た
め
幽
家

　
発
電
に
よ
り
処
理
動
力
を
確
保
し
て
お
り
、
処
理
水
に

　
つ
い
て
は
下
水
管
き
ょ
に
接
続
し
塩
素
滅
菌
を
経
て
海

　
に
放
流
し
て
い
る
。
叢
薄
醐
積
も
5
6
0
平
方
綴
と
小

　
さ
く
、
M
猛
R
の
可
搬
性
、
雀
ス
ペ
ー
ス
性
等
の
長
所

　
が
活
か
さ
れ
た
格
好
だ
。

紬諦　
　
東
陰
本
大
震
災
の
灘
波
被
災
地
域
で
は
ラ
イ
フ
ラ
イ

齢　
ン
復
旧
が
難
航
を
極
め
て
お
り
、
磁
活
用
水
礁
撮
が
課

繍　
題
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
瓦
礫
処
理
の
際
に
発
生
す

炉開　
る
粉
じ
ん
も
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
M
B
R
プ

㈱　
ラ
ン
ト
の
高
い
処
理
水
質
を
活
か
し
た
再
生
水
利
周
も

離　
期
待
さ
れ
る
。
岡
市
と
続
様
に
下
水
処
理
場
が
被
災
し

繍　
た
地
域
の
仮
設
控
宅
の
滑
水
繊
鍵
盤
で
も
導
入
が
期
待

・
さ
れ
そ
う
だ
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